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(1) 都市における OPEN SPACE の必要性を論じるとともに，当制度の沿革を示し，さらに諸外国制度
との比較を行って，制度の位置づけを明らかにしているO
(2) 大阪市における制度適用事例の「公開空地」を調査し，その空間構造を分析して，物理的成果とし
ての現状把握を行うとともに，利用者への聴取調査によって，空間要求の実態を明らかにしている。
(3) 行政対応について，大阪市・京都市・神戸市の比較分析を行い，設計者，建築主の計画・設計・経
営上の反応を把握して，制度の有効性を明らかにするとともに，今後の運用上の問題点を導いているO
(4) 以上の諸成果を総合して，制度運用・公関空間設計ならびに維持管理上の技術的留意点を示すとと
もに，制度発展の可能性と方向について指摘を行っている。
以上のように本論文は，建築基準法に基づく総合設計制度について，都市環境改善に向けての有効な
活用を進める上で重要な多くの知見を得ており，建築計画学に寄与する所が大きし1。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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